
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 6 号 

2 0 2 0 年  

6 月 発 行 

＜こんな病気・・・＞ 

～細菌により症状や感染経路が異なります。主に細菌に汚染された食べ物から感染して起こる腸炎なので、家

族みんなでかかることも少なくありません。食後に激しい下痢や嘔吐、腹痛、発熱が起こった時や、血便が出

た時は、感染の可能性が高くなります。また、下痢や嘔吐を何度も繰り返すと体から大量の水分と電解質が失

われ、脱水となり、全身状態が悪くなります。原因となる細菌にはたくさんの種類がありますが、代表的な細

菌を上げてみましょう。 

食中毒の原因の最も代表的な細菌です。卵や卵の

加工品、乳製品に発生しやすく、12～24時間位

で嘔吐、激しい下痢、高熱などの症状が出ます。

けいれんや意識障害を起こすこともあります。 

牛、豚、鶏、猫などの消化器官や、糞にいて、食

べたり、触ったりした手を介して口から体内に入

ります。（特に鶏肉）潜伏期間は3～１０日間で、

主な症状は発熱、下痢便（血便）が１日に何回も

でます。また、嘔吐を伴うこともあります。 

腸管出血性大腸菌 

Ｏ-157に代表される菌です。食べ物だけでなく人か

ら人へも感染します。２～７日で発症し、下痢、激

しい腹痛、発熱、倦怠感の後、大量の鮮血便が見ら

れます。乳児期は急性腎不全や急性脳症を起こすこ

ともあります。 

★症状はないけれど、菌を持っている人もいます。 

 

夏に魚介類の内臓、エラなどに付着する細菌です。

魚を生で食べたり、調理をした包丁、まな板などを

介して別の食材に付着し、それを食べることで発症

します。食べて１２時間前後で激しい腹痛を嘔吐な

どの症状が出ます。 

カンピロバクター菌 サルモネラ菌 

細菌性腸炎のお話し（食中毒） 

 感染性胃腸炎には、冬場にはやるウイルス性のもの、夏場にはやる細菌性のものがあります。気温も高くなり食

品が傷みやすい季節になりました。この季節に発生率が高くなる細菌性腸炎について、お話しをしたいと思います。  

看護師 真鍋 

◆治療法・ケア 

・原因になっている細菌を便の検査などで突き止め、

細菌の種類によっては、症状がひどい場合に抗生物

質を内服します。下痢止めは細菌を全て体外に出す

必要があるため、使用しません。 

・吐き始めた時は、2、3時間は飲食させずお腹を休め

ましょう。 

・吐くのがおさまったら、水分（白湯、お茶、経口補

水液）を少量ずつこまめに与えて様子を見ましょう。

母乳は授乳時間を短くし、１回量を少なくしましょ

う。薬の内服は吐かなくなったら始め、食事も消化

の良い物から始めましょう。 

腸炎ビブリオ 

◆予防 

・生鮮食品は新鮮な物を購入し、すぐに冷蔵庫、

冷凍庫に入れましょう。 

・食材は流水でよく洗い、十分に加熱し、調理し

たら早めに食べるようにしましょう 

・冷蔵庫の中は定期的に掃除をしましょう 

・調理器具は熱湯消毒をするなどして、衛生管理

に努めましょう 

・外出から帰った時、ペットに触ったあと、調理

の前など、手洗いを徹底しましょう 

・乳幼児には刺身や寿司、生卵など生ものは食べ

させないようにしましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆吐物、便の処理方法 

・エプロン、マスク、手袋を着用し、ペーパータオルなどでふき取り、ビニール袋に入れ口をかたく閉じ密閉し

て廃棄する。床などは次亜塩素酸ナトリウムでもう一度拭いて、その後水拭きする。 

・汚れた衣類は吐物、便を取り除き、その部分を水洗いする。そのあと、次亜塩素酸ナトリウムに浸し、他の洗

濯物とは別に洗濯する。 

★ミルトン：原液50ｍｌ対し500ｍｌの水で薄める 

★ハイタ―：原液50ｍｌに対し 1Ｌの水で薄める 

夏は熱中症が最も多くなる季節です。高温の炎天下にいると、大量の汗で体の水分や塩分が 失われ、体温調節

がうまくできなくなってしまいます。特にこどもは体温調節機能が未熟で熱中症になりやすいため、大人が気を

つけてあげましょう。また、熱中症は戸外でだけ起こるとは限りません。真夏の車内はクーラーをかけていても

高温になることがあります。また、家の中にいても屋内に熱がこもり、熱中症になってしまうことがあります。

戸外、屋内にかかわらず、こまめな水分補給、温度管理など適切な対処をし、 熱中症を予防することが大切です。 

 

 

・乳児の呼吸器の空気の通り道は狭いので、マスクは呼吸をしにくくさせ呼吸や心臓への負担になる 

・マスクそのものや嘔吐物による窒息のリスクが高まる 

・マスクによって熱がこもり熱中症のリスクが高まる 

・顔色や口唇色、表情の変化など、体調の異変への気づきが遅れるなど乳児に対する影響が心配されます 

 

 

 
編集後記 

当院の院内感染対策として・・・ 

定期的な換気、触れるところのアルコール消毒

等を行っています。安心して受診していただける

ように努めてまいります。 

ご来院の際にはマスクの着用（２歳未満は例

外）をお願いいたします。               

熱中症 

２歳未満の子どもにマスクを使用するのはやめましょう 

もりもとこどもクリニック 診療案内 

診療時間   午前 ８:３０～１２:３０ 

         午後 １６:００～１８:００ （土曜日１７:３０） 

健診・予防接種   １４:３０～１６:００ （予約制） 

休診日    木曜午後 ・ 第４土曜日 ・ 日祝日 

Ｔ Ｅ Ｌ     ０８７７－２５－９２２８ 

㏋アドレス http://www.morimoto-kodomo-clinic.com 


